
■現状（課題の背景） 

・〔図１〕〔図２〕より七尾高校生徒の６５％は地元の補助金制度を知らない。（例：出産祝い金が発生する等） 

・しかし七尾高校生徒は補助金制度のある地域に魅力を感じている。 

・実際に、中能登町では 2005年に合併とともに「出産祝い金」を制定したところ、合計特殊出生率が上昇した。 
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■具体的内容 

 

２２Ｈ ○○ ○○  ○○ ○○  ○○ ○○  ○○ ○○ 

 

■解決策 

・Instagramを用いて補助金制度の魅力を発信 

・情報収集しやすいまとめサイトを作成 

 

■課題 

能登の若者は補助金制度を知らない→人口流出！！ 

図１ 七尾高校生へアンケートの結果

① 

  

対象 七尾高校 2 年生 日時 2022 年 2 月 21 日 

補助金制度の良さを知ってもらえれば 

住み続けてもらえるのではないか 

グラフ 中能登町での特殊出生率の推移 

【Instagram のアカウント】 

１各自治体公式の Instagram アカウント作成 

２他の自治体を参考にフォロワーを集める 

３補助金制度についての情報を投稿する          

（現在石川県で公式アカウントがあるのは、・小松市・羽咋市・

かほく市・野々市市） 

■効果                                                        

 Instagram の投稿により、能登の補助金制度がいいことを多くの

人に知ってもらえるので、能登の人口の流出を抑制が出来ると予想

される。 

〈他の自治体の成功例〉 

愛知県長久手市では Instagram のフォロワーが 1076 人いて、 

コロナウイルスなどの補助金についての投稿をしており、 

人口が増加している一つの要因となっている。      

      〈長久手市の人口推移〉 

 

https://www.seikatsu-guide.com/info/23/23238/1/ 

〈長久手市の投稿(支援一覧表の一部)〉 

 

図１ アンケート結果① 

図 2 アンケート結果② 

 

 

将来補助金制度がある

地域に住みたいですか 

 

地元の補助金制度

を知っているか 

 


